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（仮称）創価学会滋賀メモリアルパーク環境影響評価準備書に対する知事の意見 

 

 

 本事業に係る環境影響評価準備書に係る環境の保全の見地からの意見については、次のとおりである。 

 

（事業計画） 

１ 本事業は、大規模な森林の伐採や土地の改変を伴うため、事業予定地周辺の豊かな生態系を形成す

る里山環境に一定の影響を及ぼすものである。しかし、事業予定地には放棄された水田や密植後に間

伐が行われていない植林地が存在する等、生物多様性を育む里山としての機能が失われつつあること

から、本事業の実施に際しては、準備書に記載の環境保全措置のほか、里山環境の復元および保全に

資するための取組をより一層推進すること。 

 

２ 植栽計画については、周辺との調和を図るため、次の事項に留意し、その内容を例示する等して、

わかりやすく説明すること。 

(1) 事業予定地内にある樹種を活用すること等により、遺伝的なかく乱および修景に配慮すること。      

(2) 施肥量、農薬の使用の要否等、維持管理の際に生じる環境への負荷を低減すること。 

                                           

３ 事業予定地内の植生および改変区域との関係を詳細に説明する資料を追加すること。 

また、残置森林の配置については、広葉樹林を積極的に配置する計画とすること。 

 

４ 墓域に付設予定の芝生は、イノシシおよびニホンジカ、供物等は、アライグマ、ハクビシン等を誘

引する可能性があるため、これらの野生生物および外来生物に対する対策を検討すること。 

 

５ 事業予定地北側に、法面が崩壊している箇所が存在していることから、現在の状況説明および今後

の取扱いを明確にすること。 

なお、取扱いの検討に際しては、保全対象とする湿地環境が近接していることに留意すること。 

 

（交通） 

６ 供用後における周辺道路の交通量は、大気、温室効果ガス等の環境要素に係る予測評価に大きく影

響することから、不確実性が認められる場合は、事後調査を実施すること。 

 

７ 供用後における大気汚染物質および温室効果ガスの排出削減をより一層図るため、最寄駅等からの

シャトルバスの運行、路線バスの増発等、供用後の施設利用者に対する公共交通機関の利用促進対策

の可能性を検討すること。 

 

（大気） 

８ 工事期間中に使用する建設機械について、導入する排出ガス対策型機械の目標使用率を定める等し

て、大気環境への負荷低減に対する取組を一層推進すること。予測評価にあたっては、これらの取組

を反映したものとすること。 

  また、これらの取組を検証する観点から、工事期間中における事後調査を実施すること。 

 

９ 大規模な土地の造成工事においては、工事車両から飛散する粉じんが周辺に影響を及ぼす場合があ

るため、その対策および処理について検討すること。 

 

10 道路交通の排出ガスによる大気の予測について、煙源の条件設定に関する説明がないことから、補

足すること。 

 

（騒音および振動） 

11 騒音および振動の予測評価について、環境基準値や要請限度との比較を行うのではなく、最大騒音

レベルや最大振動レベルなど、他の評価指標に関する情報を踏まえたものとすること。 

また、環境保全措置については、必要に応じてベスト追求型のものとすること。 
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12 準備書 p.1-48 に、造成工事において発破を行う可能性が記載されていることから、発破を行う場

合についての予測評価を行うこと。 

 

（水象） 

13 事業の実施により、事業予定地からの排水量が変化することから、その状況および下流河川の流況

に対する影響を予測評価すること。 

 

（水質） 

14 水質に関する環境負荷の低減対策について、施設管理、環境保全措置および事後調査を有機的に結

びつけた環境管理対策とすること。なお、検討にあたっては、次の事項について特に留意すること。 

 (1)事前に実施する対策、施設の維持管理体制、環境監視体制（監視する水質項目、監視の実施時期、

監視地点、目安とする基準値）および排出される環境負荷のレベル等に応じた対応が必要であるこ

と。 

(2)工事中の濁水対策については、準備書に記載された出水時調査では、調査時の降雨量が少ない等

の理由により、地域の特性把握が充分ではないこと。                          

(3)窒素、リンといった栄養塩類の環境監視については、濃度だけでなく、負荷量による評価も必要

であること。                                            

(4)浄化槽については、事業の特性上、原水に油分が多く含まれ、かつ、流入負荷の変動も想定され

ることから、その機能を発揮するための維持管理方法を検討すること。                  

(5)供用後、浄化槽からの排水または施肥成分を含む水が調整池に流入し、滞留することにより、ア

オコが発生する可能性があるので、その対策を検討すること。                      

(6)植栽の管理等において農薬を使用する場合は、予測評価の対象とすること。               

  

15 準備書 p.5-3-41 の環境保全措置に記載されている高度処理浄化槽について、処理方式を明記する

等、その内容を明確にすること。 

 

（地下水） 

16 供用後、施肥による地下水質への影響を把握するための対策を検討すること。 

 

（動物および植物） 

17 事業予定地北側に設置予定の沈砂池において計画されているモリアオガエルに係る環境保全措置

について、沈砂池としての機能と、モリアオガエルの産卵場所および幼生の生息場所としての機能の

両立の可能性について検討し、必要に応じて計画を変更すること。 

 

18 事業予定地北西側の湿地環境の保全対策については、現存の湿地環境を残存させることだけではな

く、次の事項を考慮したものとすること。 

 (1)保全対策は、湿地環境およびその周辺の状況、保全対象とする湿地性生物の生態、植生遷移等を

把握し、目標とする植生およびその維持管理方法を明確にする必要があること。 

 (2)湿地環境周辺の人工林を保全対策の対象とすることにより、動物相にとってより良い環境となる

可能性があること。 

 (3)保全対策は、来場者や地域の方々に対する環境保全への取組の良いアピールの場となる可能性が

あること。                                         

(4)長期的な保全対策の方針についても検討すること。 

 

19 事業予定地内で確認されている湿地草本群落は、両生類などの生息空間であり、前述の保全方法等

の検討においても重要であることから、次の事項について追加・修正を行うこと。 

(1)準備書 p.5-9-5 に記載された環境区分について、他群落の区分との釣り合いがとれていないこと

から、群落の構造や種組成をもとに、群落の細区分を行うこと。 

(2)準備書 p.5-9-6 に記載された現存植生図について、縮尺が大きく、事業予定地内での湿地草本群

落の分布状況が不明確であることから、縮尺の小さいものを作成すること。特に、事業予定地北西

側のネザサ群落に加え、モリアオガエルおよびニホンアカガエルの卵塊が確認された場所に、湿地

草本群落が存在する場合は、面積が小さくとも図示し、詳細な植生図を作成すること。 
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20 事業予定地北側の水路について、水路としての機能、導入予定の環境保全型ブロック自体の効果、

事業実施後の流況等を踏まえ、環境保全措置としての効果を再評価すること。 

 

21 移植および一時避難について、移植先や一時避難後の再放流先の状況を確認し、対象とする生物の

生息適地であるか、過当競争が生じないか等を検討し、その効果を再評価すること。 

  また、移植および一時避難の実施に際しては、対象とする生物の状況および再評価の結果を説明す

ること。 

 

22 哺乳類調査の妥当性について再検証を行い、必要に応じて補足調査を実施すること。 

特に、コウモリ類について、準備書に記載されたバッドディテクターを中心とした調査では、種を

絞り込むことは困難であることに留意すること。 

 

23 猛禽類に係る調査について、繁殖活動期間中に営巣地付近で踏査調査を実施することは、その生息

そのものに影響を及ぼす可能性がある。このため、今後、事業者が行う調査については、調査自体が

猛禽類に影響を及ぼすことのないよう配慮したものとすること。 

 

24 事業予定地周辺で営巣が確認されたハチクマについて、現在の営巣場所の自然環境条件と比較する

こと等により、事業計画地における潜在的営巣場所の存在の有無について検討すること。 

 

25 生態系の上位性注目種として取り上げられているフクロウについて、事業予定地内およびその周辺

が繁殖環境になっていないと結論づけた経緯、猛禽類として取り扱わなかった理由について補足説明

すること。 

 

26 準備書（資料編）に掲載されている群落組成表について、植物群落の植被率と植生調査の被度に整

合がとれていない箇所が見受けられるので、再確認し、修正すること。 

 

（生態系） 

27 昼行性の猛禽類（ハチクマ）が、事業予定地およびその周辺において採餌している可能性があるこ

とから、丘陵地の上位性注目種に追加し予測評価すること。 

 

（廃棄物） 

28 伐採樹木の再生利用について、分別の徹底を図ること等により、再生利用率の向上のための対策を

検討すること。 

 

（景観） 

29 景観の予測評価については、駐車場およびリニアパーキングにおける停車車両を考慮したものとす

ること。 

 

30 事業予定地に設置する建築物等については、整備する芝生との対比に配慮し、明度の低い色彩にす

るか、樹木等で遮蔽すること。また、サイン、広告等の案内掲示方法および獣害対策用のフェンスに

ついても景観上の配慮を行うこと。 

 

（文化財） 

31 工事開始後、埋蔵文化財等が発見された場合は、速やかに大津市教育委員会に報告し、指導を受け

ること。また、請負業者等に対してもその旨を周知徹底すること。 

 

（伝承文化） 

32 伝承文化について、調査対象とした対象者、回数、調査した状況等、調査した内容を細かく明記す

ること。また、現行の祭事以外に、事業予定地およびその周辺にまつわる事項についても調査を行い、

その結果を明記すること。 

 

33 準備書 p.5-15-1 に記載されている土地利用の調査結果が記載されていないので、補足すること。 
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34 準備書 p.5-15-2 に記載されている「一村一社一寺の伝統」について、大津市曽束集落には、浄土

宗の寺院である帰命寺のほか、曹洞宗の寺院である法慈庵も存在していたことから、再確認を行い、

必要に応じて内容を修正すること。 

 

（温室効果ガス） 

35 温室効果ガスについて、自動車の走行を中心に排出量が大きく増加すると予測されていることから、

次の事項をはじめとする追加対策の可能性を検討し、予測評価すること。                  

(1)施設利用者への公共交通機関の利用促進 

(2)温室効果ガス吸収源としての緑地面積の増加 

(3)再生可能エネルギー施設を導入すること等による温室効果ガスの削減 

(4)断熱性能の高い建築材料の採用、省エネ型の照明機器の導入、設備の運用管理における温室効果

ガス削減 

 


